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地域連携・総合企画センター



実践プラン１・2
「２万年の歩みを刻む南山形を知る・楽しむ」活動

東北文教大学・南山形地区創生プロジェクトは、南山形に受け継がれてきた文化財（文化資源）を積極的
に活用し、地域振興につなげることを目的として立ち上げられました。大学と南山形地区が協力し、新しい
かたちの地域連携を創り出す取り組みです。本学の学生・教職員、そして地域のプロジェクト委員・協力委
員が協働し、これまで５つの実践プランに分かれて活動を進めてきました。
「未来に伝える山形の宝」事業は今年度で一区切りとなりますが、令和8年度からは、これまでの成果を

踏まえた新たな活動を展開していく予定です。
今後も地域の皆さまと共に、南山形の魅力を再発見し、未来へつなぐ活動を続けてまいります。

2025年（令和7）10月18日（土）、昨年に続き野外ミュージアム「南山形周遊バスツアー」を
実施しました。本プロジェクト委員の横沢氏、三宅氏のお二人にガイドを務めていただき、午前中
は円龍寺、須川の埋没林、甲箭神社、津金沢の大杉、松原神明神社（オキナ草）を巡り、神明神社
の社務所をお借りして昼食をとりました。
午後は福田神社、松原不動尊、オサヤジ・愛染神社を訪ねました。
七不思議で知られる円龍寺では、普段は入れない本堂内を特別に拝観させていただき、ご住職か

ら貴重なお話を伺いました。継ぎ目のない「枕箱」の実物をご披露いただいたほか、「おかぐら
石」なども見学でき、大変有意義な時間となりました。
当日は熊の出没が懸念されたため、鈴を携帯し警戒しながら、例年とは異なる対策を講じての実

施となりましたが、お子様を含む18名の方にご参加いただきました。参加者からは「同じ山形市
内とは思えないほど南山形は奥深く、歴史の重みを感じた」「文化財以外にも多くの歴史を知るこ
とができた」「身近にこんな素敵な場所があると知れてうれしい」などの感想が寄せられ、地域へ
の理解が一層深まった様子でした。
今後も幅広い世代の皆さまにご参加いただき、南山形の奥深い魅力を味わっていただければと思

います。

東北文教大学・南山形地区創生プロジェクト

南山形周遊バスツアーを実施しました！
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実践プラン４
「南山形地区再発見講座」

2025年（令和7）11月8日（土）、南山形コミュニティセンターにて「南山形再発見
講座」を開催しました。令和3年に発刊された『蔵王駅前地区のうつりかわり』をもと
に、各時代の歩みを振り返りながら、関係者のエピソードも交えて進めました。当日は
南山形地区をはじめ、約40名の皆さまにご参加いただきました。

『蔵王駅前ものがたり』
～語りで繋ぐ歴史とこれから～

参加者からは、「昔を振り返りながら話を聞けて大変有意義だった」「蔵王駅とい
う恵まれた立地を生かし、若い世代を応援できる地域活動や思い出づくりの企画が、
次世代の力になると感じた」「ぜひパートⅡを開催してほしい」などの感想が寄せら
れ、大盛況のうちに終了しました。

また、昭和10年に「演芸館」（映画館）ができて賑わった様子や、東京オリンピック
が開催された昭和39年と昭和49年に蔵王駅が映画のワンシーンとして使用されたこ
となど、資料提供者の方々から当時の笑い話も交えながら多彩なお話を伺うことが
できました。

講座では、明治21年に
「金井村」となったこと、
現在の蔵王駅にあたる
「金井駅」の建設時には黒
沢・松原・片谷地の三地区
による三つ巴の誘致合戦が
あったこと、昭和4年には
駅長主催で9泊13日の
「伊勢詣団体旅行」が行わ
れ、現在の価値に換算する
と一人あたり約80万円の旅
費だったことなど、興味深
い歴史が紹介されました。



実践プラン5
「谷柏田植踊」の復活・継承運動

「うづぐすぇ」第１6号をご覧いただきありがとうご
ざいました。お問合せの際は右の大学事務局までご連
絡下さい。また、本プロジェクトのHPもありますので、
PCやスマートフォンからも閲覧することができます。
本学HPからもリンク可能です。
＜URL： https://uzugusue.g-tbunkyo.jp/＞

●事務局連絡先
〒990-2316 山形県山形市片谷地515
東北文教大学・南山形地区創生プロジェクト委員会
TEL : 023-687-8504
mail：chiiki＠t-bunkyo.ac.jp

１. 阿部莉央那 人間関係学科 4年
２. 小川穂乃華 同 4年
３. 森谷彩加 同 4年
４. 吉田士道 同 4年
５. 井上花玲 同 3年
６. 吉田朱那 同 3年
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・李淳玉（イ スンオク） 韓国
・郭予喬（カク ヨキョウ ）台湾
・陳映ｾﾝ （チン エイセン）台湾

［顧問：佐久間美智雄］

活 動 報 告
学生サークル「舞」が結成されてから10年が経過しました。

限られた機会ながら、互いを支え合いながら作品をつくり上げた一年でした。
「舞」という名前の通り、自由でのびやかな表現を追求し続けたことが、
今年の大きな成果です。
こうした取り組みを支えた、今年度の主な活動は以下の通りです。

2025年度メンバー紹介

〇８月２日（土） 下谷柏地区「夏祭り」下谷柏公民館屋外広場
〇10月26日（日）「第43回南山形地区文化祭」南山形コミュニティセンター
〇11月2日（日） 「東北文教祭」大学中庭

７. 伊藤 樹 同 3年
８. 土田静宮 同 3年
９. 高橋実花 同 2年
10.小関昊太郎 同 2年

■所属学生 １０人 部長 阿部莉央那

■短期交換留学者

■公演活動

■谷柏田植踊保存会（地域在住者）18人
会長 枝松昭雄

〈順不同〉

1. 唄：伊藤哲雄・石井慶市・
丹野裕志・高瀬勲・金沢英雄・
吉田重夫・半田利男

2. 笛：情野卯エ門
3. 口上：横沢正巳・枝松昭雄
4. 寄せ太鼓：東海林明美・中村京子・

渡辺千矢子・渡辺正江・
横沢章子・北城幸子・
東海林久美

5. アドバイザー：伊藤香織

https://uzugusue.g-tbunkyo.jp/

